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関西電力における、｢原発マ
ネー｣ 還流疑惑の全容解明
を求める意見書

関西電力役員が多額の金品を受け取っていた「原発マネー」疑惑につい
て、政府に対し、関西電力役員らの国会招致に応じ、交付金などの還流
疑惑について、全容解明に責任を果たすことを強く求める。

－ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

ゲノム編集技術など遺伝子
操作技術の規制と表示を求
める意見書

ゲノム編集食品は、環境影響評価や食品安全審査をされず、食品表示もなく、
年内にも食卓に並ぶ見込みである。組換えＤＮＡ技術と同様の規制対象とし、
法規制対象食品のリスクなど、情報提供の仕組みを確立することを求める。

－ × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

再審法（刑事訴訟法の再審
規定）の改正を求める意見
書

①再審請求人の求めに対して、検察が有する証拠の全面開示について法
整備を行うこと、②再審開始決定に対する検察による不服申立てが、いた
ずらに行われることのないように制限を加えることを求める。

－ △ △ 議 △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

天皇陛下ご即位に当たって
の賀詞決議

天皇陛下は、風薫る佳き日にご即位され、日本国憲法の定めるところに
より、日本国及び日本国民統合の象徴として皇位を継承された。良き時
代となるよう希求し、小金井市議会は、謹んで慶賀の意を表する。

－ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × △ × × × △ － ○ ○ ○ × × × 原案可決

西岡市長の公約違反と政策
の迷走について厳しく責任
を問う決議

市長の １期 ４年間、６施設複合化の公約はゼロベースとなり、道路建設や婦
人相談員の問題に関しても突如対応を変えるなど迷走した。続発した事務
上のミスについても責任を感じているか疑問であり、厳しく責任を問う。

－ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × － △ ○ × × ○ × 原案可決

西岡市長やその関係者をめぐる
一連の指摘について自ら真相を
明らかにすることを求める決議

西岡市長が市議会議員候補の後援会に対し、現金供与した事実が明らか
になった。議会基本条例は、市長と議会の「緊張関係の保持」を規定し
ており、市長の姿勢は容認できない。真相を明らかにするよう求める。

－ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － △ ○ × × ○ × 原案可決

教員の「 １ 年単位の変形労
働時間制」導入の中止を求
める意見書

本制度の導入は、教員が夏休み期間にまとめて休むという目的だが、実際に
は休めない実態があり、長時間労働の解決どころか、平日の長時間労働を固
定化し、助長する労働法制の改悪であるため、制度導入の中止を求める。

－ × × × × × × × × △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ － △ ○ × ○ ○ ○
否　決 

（議長裁決） 
（※ ２ ）

第
２
回
臨
時
会

平成２９年市議会議員選挙立候補者に
よる市内福祉施設の個人情報盗用事
案について真相糾明を求める決議

西岡市長の推薦で立候補した市議候補が、元の勤務先であった市内の福祉施
設の利用者個人情報を盗用して政治活動に利用していた。①市民に対し、一刻
も早く知らせること、②徹底的な真相糾明と再発防止を行うこと等を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

※１　清水がく議員と水谷たかこ議員については、選挙後となる第２回臨時会より採決態度を掲載しています。 ※２　可否同数の場合、議長が可否を決定します。

小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

委員会の視察先とテーマ
議会運営委員会
１ 月１5日～１6日
▷大阪府堺市（議会ＢＣＰ（業務継続計画）について、議会力向上への
取組について）
▷京都府京丹後市（議員定数等に関する調査について、議会基本条例の
改正について、市民と議会の懇談会について）

厚生文教委員会
１ 月２0日～２１日
▷愛知県みよし市（障がい児医療的ケア費の給付について）
▷愛知県大府市（認知症施策について）

建設環境委員会
１ 月２0日～２１日
▷愛知県半田市（「マイレポはんだ」について）
▷愛知県岡崎市（生物多様性おかざき戦略について）

総務企画委員会
１ 月２7日～２8日
▷岐阜県岐阜市（内部統制の整備・運用について）
▷岡山県倉敷市（地域防災計画改定の概要について、平成３０年 ７ 月豪雨
災害時の避難所での対応について）

行財政改革推進調査特別委員会
１ 月30日～3１日
▷兵庫県尼崎市（事務事業評価シートについて）
▷奈良県奈良市（ＲＰＡの導入について）

※�　過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎 ４階）または情報公
開コーナー（第二庁舎 ６階）で閲覧できます。また、行政視察報告書
を市ホームページで公開しています。
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空
家
等
実
態
調
査
報
告
書
に

よ
る
と
、
放
置
状
態
に
な
っ
て

い
る
空
家
は
、
家
屋
を
除
却
す

る
と
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地

特
例
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
に
一
つ
の
原
因
が
あ
る
。
空

家
の
存
在
は
、
治
安
、
安
全
・

安
心
の
問
題
、
ま
た
暴
風
雨
等

に
よ
る
被
害
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
も
あ
る
。
現
在
、
市
民
農

園
利
用
へ
の
応
募
が
多
く
、
抽

選
が
常
態
化
し
て
い
る
状
況
で
、

家
屋
除
却
後
一
定
期
間
市
民
農

園
へ
の
利
用
契
約
が
な
さ
れ
る

場
合
は
除
却
費
用
の
助
成
制
度
、

固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
や
定

期
借
地
等
を
新
設
適
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
農
園
と
し
て

活
用
す
る
方
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
市
内
で
民
間
事
業
と

し
て
始
め
ら
れ
た
貸
出
農
地
が

あ
る
。
料
金
は
４
㎡
で
年
６
万

円
、
８
㎡
で
年
９
万
円
程
で
あ

る
の
で
、
市
が
定
期
借
地
を
し

た
場
合
の
借
上
料
に
十
分
充
当

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

市
民
部
長
　
提
案
に
つ
い
て

広
く
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
参

考
に
し
て
今
後
研
究
・
検
討
し

て
い
き
た
い
。

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

こ
こ
数
年
、
行
政
活
動
が
法

令
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
疑
問
を
持
た
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。

社
会
福
祉
委
員
へ
の
報
酬
誤
支

給
に
係
る
後
処
理
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
は
、
事
務
検
査
に
お
い

て
、
執
行
機
関
に
法
的
視
点
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
厳
し
く

指
摘
さ
れ
た
。
今
定
例
会
で
も
、

学
務
課
職
員
の
不
適
切
な
会
計

事
務
処
理
に
関
し
、
一
応
の
市

の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の

判
断
過
程
に
つ
い
て
は
十
分
な

説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ア

公
有
地
の
取
得
に
当
た
っ
て
は
、

公
有
地
拡
大
推
進
法
な
ど
、
依

拠
す
る
法
令
の
要
件
を
満
た
す

と
と
も
に
、
事
業
の
対
象
、
範

囲
、
目
的
や
財
源
等
に
つ
い
て

整
理
を
す
る
と
い
う
適
切
な
政

策
形
成
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
に
な

る
が
、
判
断
に
当
た
り
、
そ
う

し
た
検
討
は
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。
イ
キ
ン
ヒ
バ
リ
の
里
の
残

地
の
取
得
を
求
め
る
陳
情
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
市
長
も

当
該
土
地
が
市
に
と
っ
て
貴
重

で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い

る
が
、
な
ぜ
取
得
困
難
と
の
結

論
と
な
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
部
長
　
ア
法
適
合

性
は
当
然
の
こ
と
で
、
法
令
に

の
っ
と
り
判
断
し
て
い
る
。

市
長
　
イ
取
得
す
べ
き
と
い

う
議
会
意
思
は
重
く
受
け
止
め

て
い
る
が
、
所
有
者
の
意
思
が

示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

市
が
執
り
得
る
方
策
の
有
無
に

つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

片
山
　
薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
韓
国
で
は
有
機
生
産
物
を
、

無
償
給
食
で
使
用
し
、
自
然
保

全
、
生
産
者
の
安
定
、
格
差
是

正
等
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ア
市

内
の
有
機
農
業
の
状
況
は
。
イ

都
市
農
地
貸
借
法
の
活
用
の
取

組
は
。
ウ
市
民
農
園
・
体
験
農

園
の
使
用
料
減
免
と
子
ど
も
食

堂
な
ど
へ
の
収
穫
物
の
寄
附
を

連
動
し
な
い
か
。

市
民
部
長
　
ア
市
内
に
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
取
得
生
産
者
は

い
な
い
が
、
独
自
の
取
組
を
行

う
生
産
者
は
い
る
。
イ
民
間
の

市
民
農
園
設
置
を
推
進
し
た
い
。

ウ
農
商
公
福
連
携
は
重
要
と
考

え
て
お
り
、
研
究
し
た
い
。

❷
西
岡
市
長
は
自
分
の
公
約

に
自
ら
答
弁
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
無
責
任
で
あ
る
。

ア
こ
の
４
年
間
、
都
市
計
画
道

路
の
計
画
に
、
な
ぜ
明
確
に
反

対
を
示
せ
な
か
っ
た
の
か
。
都

知
事
へ
の
要
望
は
選
挙
対
策
で

は
。
イ
婦
人
相
談
員
の
非
正
規

化
を
な
ぜ
是
正
し
な
い
の
か
。

ウ
新
庁
舎
に
公
民
館
本
館
機
能

を
入
れ
る
現
計
画
は
不
十
分
で

あ
る
。
エ
台
風
被
災
地
へ
の
支

援
を
。
オ
学
務
課
問
題
の
速
や

か
な
解
決
を
。
給
食
調
理
委
託

計
画
を
進
め
て
い
な
い
か
。

市
長
　
ア
現
時
点
で
は
賛
同

で
き
な
い
。
イ
正
規
か
非
正
規

か
で
は
な
い
。
ウ
新
庁
舎
に
公

民
館
本
館
の
執
務
機
能
を
入
れ

る
。
エ
佐
久
市
か
ら
要
請
が
あ

り
、
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

オ
委
託
に
つ
い
て
進
展
し
て
い

る
こ
と
は
何
も
な
い
。

12月1７日に、「議会基
本条例の検証」をテーマ
に、江藤俊昭さん（山梨
学院大学法学部教授）を
講師にお招きし、市民の
方にも公開しての議員研
修会を開催しました。

市内に開設された民間の
市民農園

空
家
除
却
後
の
税
減
免
で

市
民
農
園
に

政
策
判
断
過
程
の

法
適
合
性
に
つ
い
て

有
機
農
業
の
市
民
・
体
験

農
園
／
市
長
の
資
質
と
は

議員研修会を開催しました
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。
会
議
の
様
子
は
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
　
11
月
2７
日
（
水
）

▼
　
12
月
18
日
（
水
）
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